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大切な人を救う救命処置

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
災
害
に
加

え
、
水
難
事
故
や
熱
中
症
な
ど
の
危
険
も
高
ま
り
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
、
家
庭
や
職
場

で
で
き
る
手
当
の
こ
と
を
応
急
手
当
と
い
い
、
救
急
車

の
到
着
や
病
院
に
着
く
ま
で
に
応
急
手
当
て
を
す
る
こ

と
で
、
け
が
や
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器)

を
用
い
た
救
命
処
置
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
時
、
大
切
な
家
族
や
友
人
、
同
僚
の
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
の
は
あ
な
た
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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救急隊が到着後に
電気ショックを行った場合

（５，８６０例）

令和元年集計

住民が救急隊の到着前に
電気ショックを行った場合

（１，３１１例）

救命処置の流れ（心肺蘇生とAEDの使用）

　反応(意識)を確認する処置

反応なし　大声で叫び応援を呼ぶ

 普段どおりの呼吸あり

なし

必要

※不規則な呼吸、
呼吸をしているか
わからない場合は
呼吸なしと判断

観察

１１９番通報・AED依頼

　呼吸の確認

気道確保

AED装着

　胸骨圧迫

心肺蘇生法

◆強く(胸が約５㌢沈み込むまで)　◆速く(１分間に１００～１２０回のテンポ）
◆絶え間なく(中断を最小にする)　◆圧迫と圧迫の間は、胸がしっかり元の高さに戻るまで圧迫解除

◆胸が上がる程度、約１秒かけて２回続けて吹き込む　◆胸骨圧迫の中断が１０秒以上にならないように

◆電源を入れる　◆電極パッドを装着する

様子を見ながら
応援・救急隊を待つ

電気ショック
◆直ちに胸骨圧迫から再開(心肺蘇生法　　　)

直ちに胸骨圧迫から再開
(心肺蘇生法　　　)

心電図の解析
◆パッドを装着すると自動で心電図を読み取ります　
　　　　　◆電気ショックは必要か？

◆初回の心電図解析以降は、約2分毎に自動で解析の指示メッセージが流れる

◆救急隊に引き継ぐまで、または傷病者に普段どおりの呼吸や目的のあるしぐさが認められるまで続ける

（　　胸骨圧迫３０回　＋　　　人工呼吸２回）を繰り返す
◆人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみ続ける

必要なし

繰り返し 繰り返し
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耳元で声を掛け、肩を優しくたたいて
反応を確認する。
呼び掛けなどに対して目を開けるか、何ら
かの返答または目的のあるしぐさがなけれ
ば「反応なし」と判断します。

空気がもれないよう鼻をつまみ、約１
秒かけて息を吹き込む。
２回の吹き込みで、いずれも胸が上がるの
が理想ですが、もし、胸が上がらない場合
でも、吹き込みは2回までとし、すぐに胸骨
圧迫を再開します。

周囲の人に１１９番通報とAEDの手配
を依頼する。
救助者が１人の場合や、協力者が誰もいな
い場合には、次の手順に移る前に、まず自
分で１１９番通報することを優先します。

AEDの電源を入れ、正しい位置に電極
パッドを貼る。
電極パッドは、右前胸部(右鎖骨の下で胸骨
の右)および左側胸部(脇の５～８㌢下)の位
置に貼り付けます。

胸と腹の動きを観察し、普段どおりの呼
吸をしているかを１０秒以内で確認する。
しゃくりあげるような、途切れ途切れに起
きる呼吸『死戦期呼吸（あえぎ呼吸）』、
１０秒間確認しても呼吸の状態がよくわから
ない場合は、呼吸なしと判断します。

ＡＥＤによる解析中は傷病者の体に触れ
ない。
電気ショックを加える必要があると判断す
ると、「ショックが必要です」などのメッ
セージとともに機械が自動的にエネルギー
の充電を始めます。

背筋を伸ばし両手を組み、胸が約５㌢沈
むまでしっかり圧迫する。
胸の左右真ん中にある胸骨の下半分を、重
ねた両手で、強く、速く、絶え間なく圧迫
します。ひじを曲げずに垂直に圧迫します。

電気ショックが必要な場合は、ショック
ボタンを押す。
ＡＥＤの操作者は「ショックを行います。
みなさん離れて。」と注意を促し、誰も傷
病者に触れていないことを確認して、ショ
ックボタンを押します。
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音声ガイドや液晶表示が
次に行う行為を指示して
くれます

頭部がのけぞるような姿勢に
することで、のどの奥を広げ、
空気の通り道を確保する

　

今
回
、
紹
介
し
て
い
る
『
救
命
処
置
の
流
れ
』
は
、
基
本
的
な
処
置
の
方
法
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
は
、
感
染
拡
大
の
状
況
等
に
よ
り
、
胸
骨
圧
迫
や

人
工
呼
吸
な
ど
の
一
部
の
手
順
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
☎
53
・
４
１
７
６
）


